
児童生徒の

を守りたい

過去３年間の小中学校教職員に係る事故報告のうち、約２５％が児童

生徒の個人情報の紛失・盗難によるものです。

児童名簿や通知表を作成するのは教職員ですが、そこに記される情報

自体は児童生徒のものです。

個人情報の取扱いに対する教職員一人一人の意識改革が求められて

います。

千葉県教育委員会

約２５％

平成19～21年度

教育庁教職員課扱い

平成２３年２月



学校帰りに同僚と夕食、保育所への子ども

の送迎…。駐車場に一定時間戻ってこないこ

とが確約されているため、

車上荒らし犯の絶好の標的

です。盗人の前には施錠

も意味がありません。

パスワード、暗号化なしのUSBメモリをま

だお使いですか？パソコンが苦手、設定が面

倒…、といった自分の甘えで、子どもの個人

情報を危険にさらすことはでき

ません。プロ意識を持って研修

をしてください。

指導の足跡と懐かしさから、子どもの記録

を手元に残したままにしていませんか？記さ

れた内容は、子どものものであって、あなた

のものではありません。

紙・電子媒体ともに、年度末

に適切な処理をしましょう。

「いつもの場所にあるはずなのに…」。な

くなってから、個人情報の安易な取扱いに気

づいても手遅れです。「校内＝安全」という

意識を改め、表簿等の保管

方法を全職員で見直してく

ださい。

勤務を終え、家路を急ぐあなたの背後に、犯

人は忍び寄っています。

「バッグの中に成績が…」

という事例も少なくありま

せん。千葉県はひったくり

被害全国ワースト１位です。

やむを得ず、個人情報を持ち出す際、情報は

最小限としていますか？使い慣れたUSBメモ

リに、いくつもの個人情報が保存されたままに

なっていませんか？持ち出し

の際、管理職の許可もお忘れ

なく。

事故が発生すれば…

事故防止は あなたの意識と実行にかかっています

危険個人情報の紛失・盗難事故につながる な意識

何で５年分も保存し

てあったの？

なぜ、パスワードを設定

していなかったの？

先生がきまりを守れ

なくては…。
学校の管理体制はどう

なっていたの？

ちょっとの時間だから大丈夫…

「最小限」の持ち出し、ああ面倒…

パソコンは苦手だから…

私には無縁なひったくり…

校内ならばなくならない…子どもの情報を思い出に…

データがネット上に流出

したらどうするの！

不審電話がかかっ

てきたらどうしよう…。

懲戒処分は？


